
※手話通訳者の設置　毎週水曜日（市役所）9：00～12：00
※令和5年9月～令和6年2月まで、総合福祉センター館内
　工事につき出入口が異なりますので、ご注意ください。

問「心配ごと相談所」、「弁護士による法律相談」、「司法書士による相続に関する登記手続」および「結婚相談」　市社会福祉協議会 ☎65－8105
問「成年後見制度についての無料相談」および「弁護士による権利擁護や成年後見についての無料相談」　海部南部権利擁護センター ☎69－8181
問「障がいのある方の就業相談」　市役所福祉課

当番医療機関については、下記の消防署または救急医療情報センターへご確認の上、受診してください。
※都合により変更されることがあります。
※午後 5時以降は消防署へお尋ねください。　※あま市は市外局番が 052です。
●海部南部消防署  ☎52ー 0119　 ●海部南部消防署北分署  ☎65ー 0119 　●救急医療情報センター  ☎26ー 1133

平日夜間・休日診療問い合わせ先令和 6 年 1 月
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9:00～ 11:30
14:00～ 16:30

9:00 ～ 11:30
13:00～ 16:30 ※病状などのお問い合わせは、受付時間内に直接お電話してください。

海部地区急病診療所☎25－5210
津島市莪原町字郷西 37

休休館日・運休行事予定カレンダー月1
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休きんちゃんバス

休きんちゃんバス

休きんちゃんバス

休きんちゃんバス 休図書館・歴史民俗資料館 生活自立支援相談
（市役所）
9:00～正午
障がいのある方の就業相談
（市役所）
13：00～16：00

障がいのある方の就業相談
（市役所）
13：00～16：00

障がいのある方の就業相談
（市役所）
13：00～16：00
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休図書館・歴史民俗資料館休図書館・歴史民俗資料館

休きんちゃんバス
休図書館・歴史民俗資料館

休きんちゃんバス
休図書館・歴史民俗資料館

休図書館・歴史民俗資料館

休図書館・歴史民俗資料館

生活自立支援相談
（市役所）
9:00～正午
3学期始業式
（各小中学校）
障がいのある方の就業相談
（市役所）
13：00～16：00

二十歳のつどい
(総合社会教育センター)13：00～

社会保険労務士による
ねんきん相談（予約制）
（市役所）
10:00～16:00

心配ごと相談所
行政相談所
（総合福祉センター）
13:00～16:00

弁護士による法律相談
（予約制）
（総合福祉センター）
13:00～16:00

心配ごと相談所
弁護士による法律相談
（予約制）
結婚相談（予約制）
（総合福祉センター）
13:00～16:00

中村年金事務所による
年金相談（予約制）
（市役所）
10:00～15:00

弁護士による権利擁護や
成年後見についての
無料相談（予約制） 
（十四山支所）
13:00～15:50

はっさんかい
（弥富まちなか交流館2階）
10:00～11:30

〈納期限〉
市県民税 4期
国民健康保険税 7期
後期高齢者医療保険料 7期
介護保険料 5期

脳神経外科のぞみ
クリニック(あま市)
☎（052）－443－5533

わたり整形外科
(あま市)
☎（052）－449－6699

しらはま整形外科
皮膚科クリニック
(津島市)
☎32－3001

たなか整形外科
(弥富市)
☎65－5353

後藤整形外科
(津島市)
☎25－5511

リハビリ整形外科
385クリニック
(愛西市)
☎69－8150

森整形外科クリニック
(あま市)
☎（052）－445－5050

鈴木整形外科
(愛西市)
☎28－8838

成年後見制度についての
無料相談（予約制）
（市役所）
13：30～16：20
司法書士による相続に関する
登記手続（予約制）
13：00～15：00
(十四山総合福祉センター)

休図書館・歴史民俗資料館
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成人の日

●健康手帳について：検診結果および精密検査結果は健康手帳を利用して、ご自身で管理しましょう。健康手帳は厚生労働省ホームページからダウンロードができます。

随時（土・日曜日、祝日を除く）
9:00～15:00（要予約）
不定期（土・日曜日、祝日を除く）
9:30～13：30（要予約）

実施日時 内容など
生活習慣病など体や心の健康について心配がある方に、保健師が
個別に対応します。
食事や栄養に関することについて、管理栄養士と一緒に考えてみま
せんか。※開催日は保健センターにお問い合わせください。

健康相談

栄養相談

随時（土・日曜日、祝日を除く）
9:00～15:00（要予約）

お口のケアや、誤えん性肺炎予防、お口の体操について歯科衛生
士が個別に相談に応じます。歯科相談

随時（土・日曜日、祝日を除く）
9:00～15:00（要予約） 禁煙方法を保健師と一緒に考えましょう。禁煙相談

市民

成人保健 対象者 場　所

保健
センター
(市役所
3階)

修研島広
教育の広場

原爆の悲劇

広島とこれからの日本

弥富北中学校　松井　一真

1945 年 8月6日、広島に原子爆弾が投下された。原爆は一瞬に
して広島市にあるものを破壊した。今に生きる私たちは、もう二度と
原爆で亡くなる人がないように原爆の怖さ、悲惨さを伝えていく義務
があると思う。
【即死ゾーンと78人】
爆心地から500ｍ以内は即死ゾーンと言われている。しかし、
500ｍ以内にいても助かった人は78人いた。当時 40代だった男性
は、熱線の直射を受けず、放射線を通さない鉄筋コンクリートに囲ま
れた部屋にいたことで命を失わずに済んだ。
世界には、まだ核兵器があふれている。核保有国であるロシアがウクライナを侵攻し、核開発を進める北
朝鮮は弾道ミサイルの実験を繰り返している。そんな中で、唯一の被爆国の日本にできることはないだろう
か。被爆者の人たちの思いを無駄にしないためにも、耳を傾け発信していくことが大切だと思った。
【大きなお墓】
広島研修では、平和記念公園内をボランティアの人達と散策した。その中でさまざまなお話を聞いたり、平
和記念資料館でたくさんの資料を見たり、とても良い経験ができた。一番印象に残ったのは、ボランティアガ
イドさんに教えていただいた「平和記念公園は大きなお墓」という言葉だ。平和記念公園の下には、瓦礫に埋も
れてそのまま亡くなってしまった人達がまだたくさん残っている。原爆によって死んでしまっただけでなく、その
まま誰にも気づかれずに亡くなった人がいると思うと、とても悲しい気持ちになる。二度と戦争を起こすべきで
はないし、原爆も使うべきではないと思った。

弥富北中学校　鈴木　希空

　私たちは原爆の被害にあった広島に行ったことで、インターネットや
書籍では感じることのできない原爆の恐ろしさを知り、平和を願う気
持ちがさらに強まった。平和記念資料館で原爆により破壊された建物
の一部を見て、戦争や核の悲惨さを感じることができた。自分が見て
きたことや感じたことをたくさんの人達に知ってもらい、平和のために
何ができるのか考えられる研修だった。
【当時の人々】
　平和記念資料館に展示してあった写真を見ると、原爆が落とされた
後、もともとあった建物はほとんどが崩壊していた。食事は他の地域
から「おにぎり」などが届けられ、建物の焼け跡に「布などを集めてつくった小屋」で生活をしていた。食べる
こと寝ることが、当たり前ではないことを知り、戦後の生活の悲惨さを感じた。
【広島の今】
　現在の広島は、人口約 280万人まで増え、地方中枢都市として大きな成長を遂げている。しかし、私た
ちは原爆の投下によって街が破壊された広島のことは忘れてはいけない。広島市では毎年 8月6日に平和
記念式典が開かれ、世界に向けて「平和宣言」を発信している。また、ボランティアとして平和記念公園の
ガイドをしている方々もいる。この方々のように平和の実現を目指して自分にできることを考え行動していく
ことで、平和はいつか訪れるのだと思い、戦争のない平和な世界になるよう心から願った。

すずき　　　　 のあ

まつい　　　   かずま
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